
１年間の感謝を込めて
椋神社のお焚き上げ

　　　　　　　　　　　　　　　　こんにちは！ 皆野町議会です♪

　　　　　　　　　　地域おこし協力隊の募集

令和5年12月定例会　2024年2月１日発行

一緒に活
動しませんか

 「みなのの元気！」vol.6

交通安全母の会の
楽しい仲間たち♪

裏表紙もご覧ください

埼玉県皆野町議会

　 令和5年12月定例会　　　　
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第
48
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令
和
５
年
12
月
定
例
会
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊

募
集
業
務
委
託
料 

      　
　
　
　
　

    （
66
万
円
）

新
た
な
協
力
隊
員
の
募
集

 

質
疑  

２
名
の
隊
員
を
募
集
と
の

こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

隊
員
に
委
託
す
る
の
で
す
か
。

 

答
弁  

現
在
の
移
住
担
当
２
名
の

退
任
に
当
た
り
、
後
任
と
し
て
２

名
募
集
す
る
も
の
で
す
。
主
な
業

務
は
移
住
相
談
セ
ン
タ
ー
に
関
す

る
業
務
、
お
試
し
住
宅
に
関
す
る

業
務
、
移
住
相
談
及
び
移
住
者
へ

の
サ
ポ
ー
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
活
用
し

た
情
報
発
信
な
ど
で
す
。
こ
の
よ

う
な
業
務
を
行
い
な
が
ら
、
隊
員

の
町
へ
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

 

要
望  

移
住
の
相
談
な
ど
、
移
住

者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
と
て
も
大
事

な
こ
と
で
す
が
、
鳥
獣
害
対
策
に

携
わ
る
若
い
人
が
い
ま
せ
ん
。
鹿

や
イ
ノ
シ
シ
、
熊
の
目
撃
も
あ
り

ま
す
。
町
で
不
足
し
て
い
る
対
策
に

つ
い
て
支
援
者
に
来
て
い
た
だ
き
、

鳥
獣
害
対
策
や
森
林
整
備
な
ど
を

令和5年 12月定例会
(12月13日)

・町長提出議案10件（うち承認1件）
・一般質問４名

実
施
し
て
く
れ
る
隊
員
を
募
集
し

て
ほ
し
い
と
要
望
し
ま
す
。

消
防
費
役
務
費 

        　
　
　

  

（
３
０
０
０
円
）

防
火
水
槽

 

質
疑 

 

金
沢
の
諏
訪
平
地
域
の
住

民
の
方
か
ら
、
地
域
の
防
火
水
槽

は
危
険
で
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

い
な
い
と
訴
え
が
あ
り
、
一
般
質
問

で
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。
令
和
４

年
の
９
月
に
地
元
区
長
か
ら
要
望

書
も
出
さ
れ
、
今
年
の
議
会
で
も

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
お
聞
き
ま
し

た
。
課
長
は
「
早
急
な
対
応
が
必

要
だ
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
が
、
早

急
な
対
応
に
し
て
は
区
長
か
ら
要

望
書
を
出
し
て
も
、
１
年
も
か
か
る

も
の
な
の
で
す
か
。
危
険
な
防
火
水

槽
は
諏
訪
平
だ
け
で
は
な
い
と
答

弁
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
防

火
水
槽
は
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

 

答
弁  

金
沢
の
諏
訪
平
地
内
防
火

水
槽
に
つ
い
て
は
、
常
山
議
員
か

ら
は
取
り
壊
し
、
区
長
か
ら
は
蓋

が
か
か
っ
て
い
な
い
の
で
改
修
し

て
頂
き
た
い
と
の
要
望
で
し
た
。

取
り
壊
す
か
、
改
修
す
る
の
か
で

主
な
質
疑

12月
定例会

地域おこし協力隊地域おこし協力隊のの募集募集

　主に補正予算の質疑が行われ、町民の福祉、消防設備整備、教育費等に　主に補正予算の質疑が行われ、町民の福祉、消防設備整備、教育費等に
ついて質疑がありました。ついて質疑がありました。
　また、請願２件については採択されました。　また、請願２件については採択されました。

地域おこし協力隊のキャンプ場
「ぼくらのミナノベース」
（松藤隊員：３月末任期満了）
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令
和
６
年
２
月
１
日
発
行

一
般
会
計
補
正
予
算
可
決

請
願
２
件
を
審
査

４
名
が
登
壇 

一
般
質
問

3

議
員
提
出
議
案

町

長

提

出

議

案

令和5年第４回定例会（12／13）の

審議議案と議員の賛否（○：賛成 ×：反対　欠：欠席）
結果

黒
澤
広
治

横
田
揚
雄

大
塚
鉄
也

林　

太
平

宮
前　

司

常
山
知
子

若
林
光
雄

新
井
達
男

四
方
田
実

内
海
勝
男

宮
原
睦
夫

大
澤
金
作

皆野町個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

皆野町職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

皆野町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

皆野町重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

皆野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度皆野町一般会計補正予算(第４号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度皆野町国民健康保険特別会計補正予算(第２号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度皆野町介護保険特別会計補正予算(第２号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度皆野町後期高齢者医療特別会計補正予算(第３号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

固定資産評価審査委員会委員の選任について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第２号　皆野町勤労福祉センター「ふれあいプール・ホット」の運営継続を求める請願 採択 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

請願第３号　国へ「改正マイナンバー法を見直し、健康保

険証の継続を求める意見書」の提出を求める請願
採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第１号　改正マイナンバー法を見直し、健康保険証の継続を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
採
決
に
は
参
加
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
裁
決
」
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

時
間
を
要
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
水

利
な
ど
の
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で

消
防
団
長
に
相
談
し
、
団
と
し
て

は
で
き
れ
ば
残
し
て
も
ら
い
た
い

と
の
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
地
を
確
認
し
、
最
終
判
断
と
し

て
蓋
を
か
け
て
の
存
続
を
考
え
ま

し
た
の
で
、
現
在
は
業
者
に
依
頼

し
見
積
り
を
進
め
て
お
り
、
今
年

度
中
に
改
修
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

質
疑  

防
火
水
槽
に
つ
い
て
議
会

で
何
度
も
、
何
と
か
し
て
ほ
し
い

と
訴
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

「
な
か
な
か
前
に
進
ま
な
い
」「
地

域
の
住
民
の
方
も
ど
う
し
て
い
る

ん
だ
」「
町
は
動
い
て
く
れ
な
い
の

か
」
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
私

と
区
長
の
言
う
こ
と
が
違
っ
て
い

た
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

以
前
の
話
で
す
が
、「
あ
の
防
火

水
槽
は
万
が
一
の
場
合
に
は
使
い
ま

す
の
で
、
予
算
を
組
ん
で
改
修
し

ま
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
地
域
の

方
は
通
り
す
が
り
に
防
火
水
槽
を

見
か
け
る
わ
け
で
す
が
、
特
に
変

化
が
な
い
の
で
、
町
は
し
っ
か
り
と

や
っ
て
も
ら
え
る
の
か
と
心
配
に
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
地
域
の
周
り
の
方
に

も
町
で
は
こ
の
よ
う
に
や
っ
て
い
ま

す
と
説
明
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

答
弁  

こ
れ
ま
で
要
望
書
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
町
が
直
接
住
民

の
方
に
説
明
す
る
機
会
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
、
見
積
り
を
業
者
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
の
で
、
実
施
時
期

は
区
長
や
地
元
住
民
の
方
に
連
絡

を
し
、
周
知
を
実
施
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

固定資産評価審査委員会委員の選任を承認しました。
固定資産評価審査委員会委員 新任　黒沢　明良 氏（皆野町大字野巻）

人事案件

金沢諏訪平の防火水槽（蓋なし）
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 請 願 「町民の声を町政に」

（請願２号）皆野町勤労福祉センター
「ふれあいプール・ホット」の
運営継続を求める請願
  請 願 者  
齊藤正雄氏ほか１５名

  紹介議員  　宮前　司・黒澤広治

総務教育厚生委員会報告は「不採択」
  審査の内容  　
　請願は総務教育厚生常任委員会に付託され、

委員会を10月17日、11月13日に開催。審

査の結果、賛成少数で「不採択すべきもの」と

決しました。委員長報告を受けて討論を行いま

した。最後に採決を行い、賛成６人、反対５人

で採択されました。請願は採択されましたが、

意見書の提出は自町村の執行機関は意見書の提

出対象ではなく、必要な場合は「決議」として

議会の意見を表明することになりますが、今回

は決議（案）の提出はありませんでした。

（請願3号）「国へ改正マイナンバー
法を見直し健康保険証の継続を
求める意見書」の提出を求める
請願について
  請 願 者  
秩父社会保障推進協議会　 代表 千島正行氏

  紹介議員  　内海勝男

総務教育厚生委員会全員が賛成「採択
すべきもの」
  審査の内容  　
　この請願が議題に上がったとき、議会を休憩

し、総務教育厚生常任委員会を開催し請願を審

査しました。全員賛成で「採択すべきもの」と

決しました。本会議に報告し、「異議なし」とな

り皆野町議会として国へ意見書を提出しました。

全員協議会

「新学校給食センター建設」進
教育委員会事務局から

捗説明を受ける

12月４日（月） 　8月開催の全員協議会後に「新学校給食センターの現状を確認したい」と

議会から町に申し入れを行ったことから開催にいたり、12月４日、教育委員

会事務局から説明を受けました。

「議会としてしっかり見守ります」
　必要な基本的事項、備えていなければならない要件など、必要最低限な部分だけを残して想定事業

費から削減を図っていただきました。物価高など様々な要因と、事業費ほか流動的なところもありますが、

稼働するまで議会としてしっかり見守っていきたいと思います。

■事業内容・事業費の精査・見直しと財源
○「皆野町の新しい学校給食の基本方針」に基づいた事業費の試算結果が、想定を大きく上回るも

のになってしまったため、延床面積や設備の見直し等を行い、総事業費の見込みを10億円程度に

引き下げたとのことです。

　　詳細は、令和6年度に発注予定の実施設計業務において、正確に見積もられます。

○財源については、国庫交付金や過疎対策事業債の交付税措置を活用し、実質的な町負担分が事業

費の半分程度となるよう財源配分するとのことです。

■今後の予定
　R6年1月　プロポーザル指名

　　　  3月　契約優先交渉者決定

　　　 4月　契約、基本・実施設計開始

  R7年度　  建設工事

　R8年度　  給食開始

具体的な見直しの詳細、総事業費、財源、今後の進め方について
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令
和
６
年
２
月
１
日
発
行

●みなのの元気シリーズ

　皆さんのお話をお聞かせください♪      

　議員が取材にお伺いします。

●風景写真

　写真は応募者本人が撮影したもので

　未発表のものに限ります。

　※編集上トリミングを行う

　　場合があります。

皆野町議会事務局

TEL 0494-62-1467
gikai@town.minano.saitama.jp

お電話やメールでの応募を
お待ちしています！

「みなのの元気シリーズ」
「風景写真」
家族や仲間で
　　表紙を飾ってみませんか？

募集しています！！

一
般
会
計
補
正
予
算
可
決

請
願
２
件
を
審
査

４
名
が
登
壇 

一
般
質
問

１月６日に行われた秩父消防署の出初め式

場所：茨城県常総市役所
平成27年常総市鬼怒川水害での
市の対応状況を
研修

場所：千葉県君津市役所
令和4年4月に竣工した
衛生センター
建設の経緯と
運転管理の状況
及び施設の見学

全員協議会・第３回定例会を開催
　組合議員選挙結果、令和5年第3回定例

会管理者提出議案の概要説明、新規採用職

員追加募集、寄附採納、消防本部報告事項、

水道事業建設投資状況の6件報告がありま

した。定例会は一般質問４名、管理者提出議

案は、令和4年度一般会計歳入歳出決算の

認定、特別職報酬審議会条例、火災予防条

例の一部を改正する条例、令和5年度一般

会計補正予算、令和5年度水道事業会計補

正予算、監査委員の選任について、の６件で、

全議案原案通り認定､可決､同意されました。

（四方田実）

秩父広域
市町村圏組合議会報告

場所：長瀞浄化センター

定例会が開催されました
　令和５年第２回皆野・長瀞下水道組合議会定

例会が開催、管理者提出議案として５件が上程

され、認定、可決、同意されました。

　決算認定は、令和4年度一般会計・浄化槽

市町村整備型事業特別会計・下水道事業会計

の３件、補正予算は令和５年度下水道事業会計

の１件、同意は監査委員選任１件です。（黒澤広治）        

9 21（木）

10 26（木）

10 27（金）

11 10（金） 11 17（金）

皆野・長瀞下水道組合議会報告

鬼怒川の水害について説明

最新のし尿処理設備を見学

大澤金作議員が、埼玉県表彰規則に基

づく表彰受賞者（地方自治功労）を受け

ました。長年にわたり町議会議員として

の職責を果たし、常に活発な議会活動

に努め、適切かつ円滑な議会運営に尽

力したほか、教育、生活環境の充実など、

住民福祉の向上

と町政発展に大

きく貢献したこれ

らの功績は顕著

であり、その功

績を認められた

ものです。

埼玉県知事表彰
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）

常
つ ね や ま

山 知
と も こ

子議員が問う

払える
国民健康保険
税に

 

問  

国
保
税
水
準
の
統
一
に
よ

り
、
各
自
治
体
は
苦
渋
の
選
択

で
保
険
税
の
引
上
げ
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
以
上
の
保
険

税
の
引
上
げ
は
町
民
の
命
と
健

康
に
関
わ
る
問
題
で
す
。
少
し

で
も
「
払
え
る
保
険
税
」
に
す

る
た
め
に
伺
い
ま
す
。
例
え
ば

50
歳
夫
婦
、
子
ど
も
２
人
（
中
・

高
校
生
）
所
得
３
０
０
万
円
の

４
人
家
族
の
保
険
税
は
幾
ら
に

な
り
ま
す
か
。

 
答  
税
務
課
長　

令
和
５
年
度
＝
29
万
４
９
０
０
円

令
和
６
年
度
＝
39
万
３
７
０
０
円

令
和
７
年
度=

45
万
２
５
０
０
円

令
和
８
年
度=

51
万
１
４
０
０
円

令
和
９
年
度
＝
56
万
９
６
０
０
円

 

問  

収
入
の
な
い
子
ど
も
か
ら

も
一
人
幾
ら
と
加
算
さ
れ
る
均

等
割
は
子
育
て
支
援
か
ら
も
逆

行
し
ま
す
。
子
ど
も
が
多
い
ほ

ど
保
険
税
が
上
が
り
ま
す
。
町

が
で
き
る
こ
と
は
、
保
険
税
の

負
担
を
減
ら
す
こ
と
で
は
な
い

で
す
か
。

 

答  

税
務
課
長　

町
独
自
の
新
た

な
減
免
制
度
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

 

問  

町
と
し
て
国
や
県
へ
地
域

の
実
情
を
訴
え
「
払
え
る
保
険

税
」
の
た
め
に
努
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

 

答  

町
長　

県
全
体
の
協
議
の
中

で
問
題
提
起
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン　

　
接
種
補
助
を                                                      

 

問  

50
歳
以
上
の
人
を
対
象
に

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン

は
２
回
接
種
で
高
額
で
す
。
町

と
し
て
補
助
を
し
て
い
く
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。

 

答  

健
康
こ
ど
も
課
長　

補
助
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

 

小
学
校
の
統
合 

 

問  

国
神
小
・
三
沢
小
の
皆
野
小

へ
の
統
合
は
２
〜
３
年
後
を
め
ど

に
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
ど
う
考

え
ま
す
か
。
両
校
と
も
複
式
学
級

な
の
で
財
政
面
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の

面
か
ら
も
急
ぐ
べ
き
と
思
い
ま
す
。

 

答  

教
育
長　

統
合
は
保
護
者
や

地
域
住
民
等
の
意
見
を
聞
き
、
共

通
理
解
を
図
っ
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
今
年
度
に
「
皆
野
町
学
校
教

育
の
在
り
方
」
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
そ
の
意
向
を
踏
ま
え
、
引
き

続
き
小
学
校
統
合
も
含
め
た
将
来

の
学
校
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

答  

町
長　

答
申
が
出
た
段
階
で

具
体
的
な
方
針
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

 
皆
野
高
校
の
跡
地 

 

問  

県
の
施
策
発
表
で
町
内
高

校
が
統
合
で
な
く
な
る
に
当
た

り
、
皆
野
高
校
跡
地
を
町
に
払
い

下
げ
て
も
ら
う
べ
き
と
主
張
し
て

き
ま
し
た
が
、
町
長
は
県
に
ど
の

よ
う
な
働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す

か
。
皆
野
高
校
と
国
神
小
の
跡
地

は
１
万
５
０
０
０
坪
で
確
保
す
べ

き
で
あ
り
、
今
後
、
町
に
と
っ
て

様
々
な
利
活
用
が
考
え
ら
れ
る
有

効
な
土
地
で
す
。
積
極
的
に
取
得

に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
か
と
思

い
ま
す
が
ど
う
考
え
ま
す
か
。

 

答  

町
長　

県
教
育
局
と
の
話

合
い
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
皆

野
高
校
は
敷
地
も
広
く
、
様
々
な

利
活
用
が
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
昭
和
45
年
建
設
の
施
設
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
の
状
況
や

今
後
の
維
持
管
理
等
も
考
え
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

 

三
役
及
び
各
課
へ
の　

　
特
別
交
際
費
支
給　
　

 

問  

町
政
の
円
滑
な
進
捗
に
は

町
内
及
び
各
課
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
。
活
性
化

を
図
る
意
味
か
ら
も
交
際
費
が

必
要
な
の
で
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

 

答  

副
町
長　

職
員
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
今
ま
で
ど
お
り

個
人
負
担
の
中
で
、
互
助
会
は
職

員
の
個
人
負
担
の
会
費
で
運
営
す

る
た
め
従
来
の
形
の
中
で
、
取
組

の
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

宮
み や は ら

原 睦
む つ お

夫議員が問う

これからの
町政の取組に
ついて

効率的な議会運営のため、一般質問は議員があらかじめ質問項目と内容を通告した上で行われます。
質問の順番は届け出順となっており、1人あたりの持ち時間は皆野町議会の場合、「質問答弁あわせて60分」です。

町の考えを問う！  一般質問 一般質問とは、皆野町の課題等について、議員が自身の
政策提案も含めて町に考えを質

ただ

すものです。この議会だ
よりでは、質問者本人が要約したものを掲載しています。

４名が登壇
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令
和
６
年
２
月
１
日
発
行

一
般
会
計
補
正
予
算
可
決

請
願
２
件
を
審
査

４
名
が
登
壇 

一
般
質
問

 

問  

「
食
肉
加
工
処
理
施
設
を
拠

点
と
し
た
持
続
可
能
な
地
域
資

源
の
循
環
と
食
肉
加
工
に
よ
る

特
産
品
開
発
事
業
」
の
進
捗
状

況
は
い
か
が
で
す
か
。

 

答  

産
業
観
光
課
長 

ジ
ビ
エ
を

活
用
し
た
食
肉
加
工
処
理
施
設

は
、
下
田
野
地
内
に
11
月
に
着
工

さ
れ
、
来
年
１
月
中
に
完
成
の
予

定
で
す
。
今
後
は
完
成
し
た
食
肉

加
工
処
理
施
設
を
活
用
し
て
、
廃

棄
さ
れ
て
い
た
活
用
の
方
法
が
な

い
捕
獲
後
の
個
体
を
地
域
資
源

「
ジ
ビ
エ
」
と
し
て
、
特
産
品
の
開

発
や
、
処
理
技
術
向
上
の
研
修
会
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

 

こ
れ
か
ら
の
教
育
環
境
の

　
整
備
は　
　
　
　
　
　

 

問  

少
子
化
に
向
か
っ
て
の
町

立
幼
稚
園
の
対
応
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

 

答  

教
育
長 

幼
児
教
育
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
健
康
こ
ど
も
課
と

連
携
し
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

 

問  

小
学
校
統
合
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

 

答  

教
育
長 

保
護
者
、
地
域
住

民
、
学
校
職
員
、
学
識
経
験
者
な

ど
で
構
成
す
る
「
皆
野
町
学
校
教

育
の
在
り
方
検
討
委
員
会
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
将
来
の
学
校
教
育

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
様
々
な
立

場
か
ら
総
合
的
に
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
今
後
は
検
討
委
員
会

の
意
向
を
踏
ま
え
、
小
学
校
の
統

合
も
含
め
た
将
来
の
学
校
教
育
の

方
針
の
検
討
に
、
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

町立皆野幼稚園の子どもたち

内
う ち か い

海 勝
か つ お

男議員が問う

 

問  

皆
野
町
の
行
政
区
別
の
高

齢
化
率
は
、
27
行
政
区
中
13

行
政
区
で
40
％
を
超
え
、
う
ち

50
％
を
超
え
る
行
政
区
は
６
行

政
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
地
域
で
の
単
身
高
齢
者
や

高
齢
者
世
帯
が
年
々
増
え
る

中
、
ま
た
免
許
証
の
返
納
等
に

よ
る
「
買
い
物
弱
者
」
は
増
え

て
い
ま
す
。
秩
父
地
域
に
お
い

て
も
行
政
が
関
わ
る
中
「
移
動

ス
ー
パ
ー
事
業
」
を
他
の
３
町

で
は
既
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

商
店
が
な
い
山
間
地
域
等
で
の

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
「
買
い

物
弱
者
」
へ
の
支
援
と
し
て
移

動
ス
ー
パ
ー
事
業
（
移
動
販
売
）

の
導
入
に
つ
い
て
、
町
長
の
考

え
を
お
聞
き
致
し
ま
す
。

 
答  
町
長　

移
動
ス
ー
パ
ー
事
業

は
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
「
買
い

物
弱
者
」
へ
の
生
活
支
援
と
し
て

有
効
な
手
段
の
一
つ
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
暮
ら
し
や
す
い
町
の
実
現

に
向
け
て
現
在
進
め
て
い
る
地
域

公
共
交
通
の
見
直
し
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
を
補
完
す
る
取
組
に
よ
り
、

町
民
の
不
便
を
解
消
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
移
動
販
売
に
当
た
っ

て
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
や
山

間
部
の
販
売
コ
ー
ス
設
定
な
ど
課

題
も
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
今

後
、
移
動
ス
ー
パ
ー
事
業
に
つ
い

て
は
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

要
望  

町
内
12
か
所
で
個
人
契

約
の
下
、
既
に
移
動
販
売
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
町
的
な

移
動
ス
ー
パ
ー
事
業
に
よ
っ
て

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
早
期
実
施
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

町内での移動スーパー

移動スーパー移動スーパー
事業の事業の
早期実施を早期実施を

四
よ も だ

方田　実
みのる

議員が問う

デジタル田園デジタル田園
都市国家構想都市国家構想
の取組はの取組は

町の考えを問う！  一般質問

みんなのみなのまちぎかい
　
      
みなのまちぎかいのとりくみ

全文は議会ＨＰで
閲覧できます
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運転者も歩行者も左右確認「交通ルールを守って事故０へ」

編集：広報常任委員会

　皆野町交通安全母の会は「交通安全は家庭から」を合言葉に昭和45年

に設立されました。秩父警察署の方と小学校等を訪問しての交通安全教室、

運転者への街頭指導、啓発品配布、自動車での広報活動等を行っています。

　また、高齢者世帯へ交通安全を呼びかけるとともに、詐欺に遭わないよ

うに注意喚起もしながら、町民の皆様が安全に暮らせること、交通事故を

なくすことを目指して活動しています。会員数が18名と少ないため、一緒

に活動していただける方を募集しています。お気軽にお問合せください。

今号の表紙今号の表紙

本会議の会議録を
議会ＨＰで公開中

※公開には一定の

　期間を要します。

　ご了承ください。

次の定例会は次の定例会は

３月上旬頃３月上旬頃
の予定ですの予定です

取材を忘れて取材を忘れて
見とれていました見とれていました
一番楽しかったのは「みなのの元気」の取材。一番楽しかったのは「みなのの元気」の取材。
皆さんから元気をもらいました。太極拳をやっ皆さんから元気をもらいました。太極拳をやっ
ているとき、フラダンスを踊っているとき、取材をているとき、フラダンスを踊っているとき、取材を
忘れて見とれていました。ご協力ありがとうご忘れて見とれていました。ご協力ありがとうご
ざいました。（常山）ざいました。（常山）

議員雑記議員雑記

問題点はマンパワー不足
［千葉県鴨川市］大山千枚田を視察

道の駅には独自の特色を
［千葉県鋸南町］道の駅保田小学校等を視察

　ＮＰＯ大山千枚田保存会が発足して20年。展

開中のオーナー制度を活用した事業について、お話

を伺いました。近年、圧倒的にマンパワー不足を

感じることが多くなり、後継とする若者が居ないこ

と等、問題点は山積みだそうですが、その中にあっ

ても里山の原風景たる棚田を守っていきたいと考

え、そのＮＰＯの基本姿勢を大事にしているようで

した。改めて中山間地域での機械化は限界がある

のを感じ、皆野町も中山間地域はありますが、魅

力的な観光資源を推して、ともかく遊びに来てもら

うことが大事だと思いました。視察で改めて感じた

のは、地域の方 と々コミュニケーションを図りつつ、

愛着を持ってもらいながら、事業を進めていく姿勢

だと思いました。

　二宮金次郎が入り口でお出迎えしてくれる道の駅、

保田小学校。数年前の台風災害時には体育館が大

破、校舎部分は２階の廊下も含めた宿泊施設部分

を臨時避難所として活用したこともあったそうです。

災害からの復旧作業も順調に進み、現在も学校と

しての面影は至る所に感じられました。体育館が道

の駅、地元農産物をはじめ、保田小学校をイメージ

したグッズ商品を販売、校舎は１階が利用無償のコ

ミュニティ、有償のカフェや食堂、２階は宿泊施設と

して利用されています。町内外から年間30万人の

お客様が利用しているとの校長先生の説明でした。

高台から望む大山千枚田高台から望む大山千枚田 小学校に隣接する保田幼稚園のプレイルーム小学校に隣接する保田幼稚園のプレイルーム

産業建設常任委員会 総務教育厚生常任委員会
10月20日（金）10月20日（金） 10月19日（木）10月19日（木）

議会だよりに対するご意見をお寄せください




